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第 回

「
安
芸
高
田
市　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
」
に
つ
い
て

　

安
芸
高
田
市
の
現
在
の
保
育
実
態
を
踏
ま
え
た
、
将

来
に
向
け
た
保
育
体
制
の
確
立
は
今
後
の
市
政
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
国
は
、「
平
成
24
年
8

月　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
3
法
」
を
制
定
し
、
幼
児

教
育
・
保
育
・
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合

的
に
支
援
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

市
で
は
平
成
25
年
11
月
「
安
芸
高
田
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
（
会
長 

松
岡
和
紘 

主
任
民
生
児
童
委
員
）」

を
組
織
し
「
安
芸
高
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
（
平
成
27
年
～
平
成
31
年
）」
を
今
年
度
策
定
し

て
今
後
の
子
育
て
支
援
の
指
標
と
い
た
し
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
で
は
、
今
日
ま
で
「
学
校
教
育
法
」
に

よ
る
「
幼
稚
園
」
と
「
児
童
福
祉
法
」
に
よ
る
「
保
育

所
」
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
持
っ
て
二
元
体
制

の
行
政
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
所
管
の
官
庁
も
文

部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
入

所
・
入
園
要
件
や
施
設
整
備
、
職
員
の
配
置
・
任
用
の

要
件
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ

に
よ
り
保
育
の
実
態
を
考
え
る
と
「
幼
稚
園
」
と
「
保

育
所
」
を
区
分
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
国
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
、
平
成
18
年
6
月
に

幼
稚
園
機
能
と
保
育
園
機
能
を
併
せ
持
つ
「
認
定
こ
ど

も
園
」
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
平
成
18
年
10
月

か
ら
こ
の
制
度
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
こ
の
法
律
に
よ
り
、
保
育
及
び
教
育
を
一
体
的
に

提
供
し
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
実
施
す
る
機

能
を
備
え
る
施
設
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
「
認
定
こ

ど
も
園
」
と
し
て
認
可
が
受
け
ら
れ
、
財
政
措
置
や
利

用
手
続
き
等
の
特
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
法
律
の
制
定
を
受
け
て
、
市
で
は
「
幼
保
一
元

化
検
討
委
員
会
（
会
長 

中
坪
史
典 

広
島
大
学
大
学
院

准
教
授
）」
を
設
置
し
、「
幼
保
一
元
化
」
の
検
討
を
始

め
ま
し
た
。
検
討
委
員
会
は
、
当
時
の
市
の
現
状
を
踏

ま
え
、
子
ど
も
の
成
長
・
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
・
地
域
と

の
つ
な
が
り
・
施
設
運
営
な
ど
の
視
点
か
ら
議
論
を
重

ね
、
平
成
22
年
3
月
に
市
長
が
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

答
申
の
内
容
は　

①
幼
稚
園
・
保
育
所
の
選
択
肢
の
拡

大
（
認
定
こ
ど
も
園
の
導
入
）　

②
少
子
化
と
施
設
整

備
へ
の
対
応
（
適
正
規
模
と
施
設
統
合
）　

③
施
設
運

営
へ
の
対
応
（
民
間
活
力
の
導
入
）　

④
就
学
前
教
育
・

保
育
制
度
等
の
周
知　

で
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の

答
申
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
れ
ま
で
保
育
所
の
民
営

化
や
統
合
を
検
討
し
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
安
芸
高
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

は
、
今
後
、
5
年
間
に
お
い
て
、
確
保
す
べ
き
教
育
・

保
育
・
子
育
て
支
援
の
「
事
業
量
の
見
込
み
」
を
算
出

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り

「
安
芸
高
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
で
は
、
保
護

者
が
子
育
て
に
つ
い
て
日
頃
考
え
て
お
ら
れ
る
事
を
知

る
た
め
、
安
芸
高
田
市
全
域
の
小
学
校
就
学
前
・
就
学

中
の
家
庭
１
６
５
９
世
帯
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
情
報
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
国
・
県
・
市
の
総
合
計
画
と
の
整
合
は
無

論
の
こ
と
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
子
育
て
家
庭
で
の
支

援
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
妊
婦
健
診
・
保
健
師
訪

問
）、
一
時
預
か
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
病
児
・

病
後
児
の
保
育
の
充
実
等
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
3
月
に
市
長
に
対
し
て
答
申

を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
「
安
芸
高
田
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
文
部
科
学

省
（
幼
稚
園
）・
厚
生
労
働
省
（
保
育
所
）
の
財
源
の

一
本
化
も
行
わ
れ
る
の
で
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
施
設
や
組
織
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
平
成
30
年
に
は
、「
認
定
こ
ど
も
園
」
を

導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
的
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
安
芸
高
田
市
の
24

時
間
保
育
の
充
実
や
国
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
市
民
の

皆
様
に
ご
満
足
し
て
頂
け
る
と
共
に
、
若
者
定
住
に
繋

が
る
、
支
援
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成26年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

107件

0人

159人

125件

5人

153人

－18件

－5人

＋6人

死 者 数

負傷者数

H26.11末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○高齢者の事故防止
　県内の高齢死者数　50人（10月末）
※歩行者の方へ
　・道路を横断する時には、左右の安全を十分確認しましょう。
　・信号機や横断歩道がある場所を横断しましょう。
　・夜間は、明るい色の服装を心掛け、反射材やＬＥＤライト

を活用しましょう。
※運転者の方へ
　・速度は控えめに、早めの合図を心掛け、安全確認を徹底し

ましょう。
　・体調が優れない時の運転や長時間運転は控えましょう。
　・全席シートベルトの着用を徹底しましょう。
　・70歳以上の方は、高齢運転者標識を標示しましょう。

広島県では、「点ける広島県」
ライト点灯運動実施中
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　年末年始は、家を空けることが多く
なります。
　泥棒は留守かどうかをよく観察し、
スキをうかがっています。
　わずかな時間、また早朝や夕暮れを
狙った泥棒もいます。
　留守にする際は、玄関だけでなく、

窓にも必ず鍵をかけましょう。
　また、数日間家を空ける際には、新
聞や牛乳配達を止めたり、ご近所に一
声かけておくことも大切です。

戸締りは確実に、
窓の施錠も習慣づけましょう！

留守にする際は必ず施錠を！

○管内の交通事故の特徴
　11月中の人身交通事故は、依然として高齢者が関わる事故が
発生しております。
　また、脇見による追突事故等、うっかり事故が多発しています。
　これから、この時期は、交通事故が増加します。時間と心に
ゆとりを持ち、交通事故防止に努めましょう。

つ

観
光
の
わ
な
!?

　

お
正
月
に
旅
行
に
行
か
れ
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
現
代
は
文

化
を
語
る
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
で
、「
日
本
の
文
化
は
…
」
と
か
、

「
日
本
の
料
理
は
…
」
と
聞
く
機
会
も
非
常

に
多
い
で
す
。
ま
た
私
た
ち
自
身
も
テ
レ
ビ

や
海
外
旅
行
を
通
じ
て
、
国
外
の
文
化
を
知

る
こ
と
で
、
日
本
の
文
化
や
国
外
の
文
化
を

語
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
特
に
日
本
各
地
の

こ
と
で
あ
れ
、
海
外
の
こ
と
で
あ
れ
、
旅
行

で
経
験
し
た
こ
と
を
思
い
出
と
し
て
語
る
人

に
よ
く
出
会
い
ま
す
。
私
は
こ
の
こ
と
自
体

は
良
い
こ
と
で
、自
分
た
ち
の
良
い
と
こ
ろ
、

悪
い
と
こ
ろ
を
知
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
時
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
見
た
こ
と
、
経
験

し
た
こ
と
が
、
そ
の
旅
行
先
の
社
会
の
全
て

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る
研
究
者

は
観
光
を
、「
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
作
業
」と
言
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
は
旅
行
に
行
く
前
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
、
旅
行
先
の
情
報

を
手
に
入
れ
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
行
く
わ
け

で
す
。
私
も
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
原
爆
ド

ー
ム
を
自
分
の
目
で
見
た
時
は
、
広
島
に
来

た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
何
を
意

味
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
人
は
見
た
い
も

の
だ
け
見
て
帰
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
国

に
行
け
ば
万
里
の
長
城
や
天
安
門
広
場
を
見

て
帰
る
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

　

で
も
逆
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
外
国
人

観
光
客
が
体
験
す
る
日
本
、
例
え
ば
、
浅
草

や
京
都
、
秋
葉
原
は
日
本
の
ほ
ん
の
一
部
で

す
。
こ
れ
ら
だ
け
が
日
本
だ
と
思
わ
れ
て
も

困
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
自
分
が
見
て
き

た
こ
と
を
語
る
時
に
、
少
し
謙
虚
な
気
持
ち

が
必
要
で
す
。
自
分
が
見
て
き
た
も
の
は
そ

の
社
会
の
「
ほ
ん
の
一
部
」、
そ
し
て
「
見

た
い
も
の
を
見
て
き
た
」
の
だ
と
。
そ
う
思

っ
て
語
る
だ
け
で
も
、
そ
の
社
会
を
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
で
理
解
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま

す
。
東
京
も
日
本
、
安
芸
高
田
市
も
日
本
な

の
で
す
。

 

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

講
師

イ
ラ
ス
ト
：

　

ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト 

准
教
授
）

違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課　

☎
４
２

－

５
６
３
０

1011


